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注記事項

○当資料閲覧に関する事項

・当資料は個人変額年金保険の特別勘定における運用状況などについて、ご契約者の皆様への情報提供を目
的として作成したものであり、生命保険契約の募集および当該特別勘定が主な投資対象としている投資信
託の勧誘を目的とするものではありません。
なお、個人変額年金保険の新規募集は行っておりません。

・当資料の記載事項は資料作成時点の見解または過去の運用実績を示したものであり、将来の運用成果を示
唆または保証するものではありません。

○個人変額年金保険について、ご留意いただきたい事項

《ご契約後、お客さまに次の費用をご負担いただきます》
※この商品に係る費用は「保険関係費用」「運用に関する費用」の合計額となります。（ただし、一定期間
内の解約・減額時には別途「解約控除」がかかります。）

◇年金開始日前にご負担いただく費用
・「保険関係費用」
お払い込みいただいた保険料のうち、その一部は保険契約の締結・維持などに係る費用などに充てら
れ、それらを除いた金額が特別勘定で運用されます。また、ご契約後も定期的に保険契約の締結・維
持、死亡保障などに係る費用（最低年金原資保証特約を付加したご契約については最低年金原資保証
に係る費用を含みます）が控除されます。なお、これらの費用については、契約年齢や年金開始年齢
別の率を用いて算出しているため、一律の算出方法を記載することができません。

・「運用に関する費用」
特別勘定の主な投資対象となる投資信託の信託財産に対して、信託報酬（年率0.176% （税抜0.16%）/
365日）が毎日控除されます。
その他運用に関する費用として、信託事務の諸費用など、有価証券の売買委託手数料、為替手数料およ
び消費税などの税金がかかりますが、費用の発生前に金額や割合を確定することが困難なため表示する
ことができません。また、これらの費用は特別勘定で投資する投資信託の信託財産から負担するため、
投資信託の基準価額に反映することとなります。したがって、お客さまはこれらの費用を間接的にご負
担いただくこととなります。
※運用に関する費用は2025年9末（以下「基準日」といいます）現在のもので将来変更される可能
性があります。

・「解約控除」
上記の費用とは別に、契約日から10年未満に解約または減額された場合、「解約控除」をその時の積
立金額（減額の場合は減額対象となる積立金額）から控除しますが、この金額は契約年齢や年金開始
年齢によって異なるため、一律の算出方法を記載することができません。

◇年金開始日以後にご負担いただく費用
・「保険関係費用」
支払年金年額に対して年率1.0%を毎年の年金支払期日に控除します。

《投資リスクについて》
・個人変額年金保険の特別勘定資産は主に投資信託に投資されますが、投資信託は値動きのある株式、債
券などに投資するため、基準価額が変動し、特別勘定資産の運用実績に反映されます。

・個人変額年金保険では、特別勘定資産の運用実績が年金年額、死亡給付金額、災害死亡給付金額、積立
金額、解約払戻金額などに反映されます。死亡給付金額、災害死亡給付金額（最低年金原資保証特約を
付加したご契約については、年金開始日の前日まで有効に契約した場合の年金原資の額を含みます。）
には最低保証がありますが、積立金額、解約払戻金額（最低年金原資保証特約を付加していないご契約
については、年金原資の額を含みます。）は最低保証がありませんので、株式の価格下落（価格変動リ
スク）、金利上昇による債券などの価格下落（金利変動リスク）、為替変動による外国証券の価格下落
（為替変動リスク）などにより、お受取りになる金額の合計額がお払込保険料を下回ることがあり、損
失が生じるおそれがあります。

・この商品は、生命保険商品であり、投資信託ではありません。
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市場動向

◆当期の市場動向

インデックスの推移

（注）コメントについては運用委託先であるＴ＆Ｄアセットマネジメント（株）が作成したものです。

2025年度上期は、収益重視型と年金原資保証型、安定運

用重視型のインデックスの伸び率がプラスとなりました。

資産別では、国内株式と外国債券（円換算ベース）、外国

株式（円換算ベース）などがプラス寄与しました。

（注）１．インデックスとは特別勘定の運用実績を指数化したもので、設定時 (2001年1月末）を「１」と
しています。なお、この運用実績は、ご契約者の支払われた保険料から死亡保障などにあてられ
るものの一部を控除した部分の伸び率です。積立金額の計算は、この他に契約の維持管理に必要
な費用なども差し引いて計算しますので、上記の運用実績(インデックス伸び率）は積立金額や
給付金、解約払戻金などの受取額の増減率を表すものではありません。

２．上記伸び率は各時点から基準日までの運用実績を表しています。
契約月別運用実績例は当資料5ページに記載しています。

３．上記数値は、基準日までの過去の運用実績であり、将来の運用成果を保証するものでは
ありません。
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2025年度上期の運用環境は以下のとおりです。

債券市場では、長期金利は国内は上昇、米国は横ばいとなりました。株式市場では、国内株式、外国株式はと

もに上昇しました。為替市場では、円は対ドルでは横ばい、対ユーロでは下落しました。

国内長期金利は日本銀行による金融政策の正常化観測が強まる中、物価上昇や賃金改定を背景に追加利上げへ

の期待が高まり、上昇しました。米国長期金利は上期前半には、比較的堅調な米国経済や関税によるインフレ再

加速の懸念を背景に金利が上昇する局面もありましたが、労働市場に軟化の兆しが見られたことや9月のＦＲＢ

（米連邦準備制度理事会）による25ベーシスポイントの利下げなどが金利低下圧力となり、最終的には横ばいで

終わりました。

株式市場では、国内株式は期初に米国が発表した相互関税の悪影響を織り込む形で大幅に下落する場面もあり

ましたが、貿易交渉の進展により内容が市場の想定ほど厳しくないことが判明すると、次第に株価は上昇基調に

入りました。加えて、日本企業の収益性の向上への期待や緩やかな円安進行も株式市場の追い風となりました。

外国株式は期初には国内株式と同様に大幅に下落する場面もありましたが、貿易交渉が進展したことや将来の利

下げが市場で織り込まれる中で、大型のハイテク株などを中心に株価は上昇しました。とりわけAI関連企業の株

価が堅調に推移しました。

為替市場では、上期前半には米国関税をめぐる不透明感から円高に振れましたが、上期後半には緩やかに円安

が進み、期を通してレンジ圏で推移しました。
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過去6ヵ月 過去1年 設定来

年金原資保証型 2.0332 5.71% 4.18% 103.32%

安定運用重視型 1.5833 2.32% 0.11% 58.33%

収益重視型 3.0124 12.10% 12.02% 201.24%

インデックスの伸び率9月末

インデックス

項目
国内株式

（日経平均）
国内債券

（10年金利）
外国株式

（ＮＹダウ）
外国債券

（米国10年金利）
為替

（ドル円）
為替

（ユーロ円）

動き 上昇 上昇 上昇 横ばい 横ばい 上昇



資産運用状況

◆運用の基本方針

◆資産配分状況     （単位：百万円）

投資勘定選択型
安定運用重視型 収益重視型

時価残高 実績構成比 基本構成比 時価残高 実績構成比 基本構成比 時価残高 実績構成比 基本構成比

15 27.7% 25.0% 5 12.1% 10.0% 90 46.5% 45.0% 
30 52.6% 55.0% 31 67.4% 70.0% 46 23.6% 25.0% 
3 6.4% 5.0% 3 6.8% 5.0% 31 16.1% 15.0% 
4 7.2% 10.0% 1 2.2% 5.0% 15 7.8% 10.0% 
3 6.1% 5.0% 5 11.5% 10.0% 11 6.0% 5.0% 
57 100.0% 100.0% 46 100.0% 100.0% 195 100.0% 100.0% 

（注） 1.百万円未満は切り捨てといたしました。
　　　 2.期末を跨ぐ取引がある場合、未払金・未払費用などの負債数値との純額表示としています。
       3.各資産の時価残高には、各資産を主たる運用対象とする投資信託を含みます。

　◇投資行動

　◇今後の運用方針

保有契約高
（単位：件、百万円）

年金原資保証型
投資勘定選択型
合計
(注）  １．保有契約高には、年金開始前契約の基準年金年額に対する年金原資の額を表示しています。
       ２．百万円未満は切り捨てといたしました。

外国債券

項目
年金原資保証型

国内株式
国内債券
外国株式

17 34

現預金・その他
特別勘定計

項目 件数 金額

36 169
53 203

○各特別勘定の基本方針
①安定運用重視型特別勘定
国内債券の構成比を高めとし、外国債券や内外株式の構成比を低めとした基本構成比を持つポート
フォリオとし、安定的な収益率を目指した運用を行います。

②収益重視型特別勘定
外国債券や内外株式の構成比を高めとした基本構成比を持つポートフォリオとし、短期的な変動は
大きいものの、長期的に高い収益率を目指した運用を行います。

③最低年金原資保証特約用特別勘定
資産種類（内外株式、内外債券など）ごとにバランスよく資産配分した基本構成比を持つポート
フォリオとし、安定性と収益性の両面を追求した運用を行います。

○各資産の方針
・国内外の株式に関しては、業績、成長力、将来性、株価水準、流動性などを勘案のうえ、
銘柄選定を行い、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。

・国内外の債券に関しては、信用度、流動性ともに良好な国内外の債券の中から銘柄選定を行い、
安定した利息収入と値上がり益の確保を図ります。

・外貨建投資に関しては、為替市場動向にも十分配慮し適切な運用を行います。

（注）上記各資産（国内株式、国内債券、外国株式および外国債券）には、各資産
を主たる運用対象とする投資信託を含みます。

（注）投資行動および今後の運用方針のコメントは、運用委託先であるＴ＆Ｄアセットマネジメント（株）が作成したものです。

国内長期金利は景気と物価に好循環が生まれるなかで利上げ観測も高まり、上昇する見通しです。海外長期金

利は米国経済については潜在成長率を若干下回る程度の成長が見込まれる一方で、政策金利引き下げも市場の織

り込み程度と予想されるなか、横ばいで推移すると見込んでいます。国内株式は目先は調整に警戒しており、横

ばい圏での推移を見込みますが、長期的には株価は緩やかな上昇基調をたどると見込んでいます。外国株式は市

場の過度な楽観が後退する場面では調整の可能性もあることから目先は横ばい圏で推移すると見込みますが、長

期的には緩やかに上昇する見込みです。為替については日米の金融政策の方向性の違いやキャリートレードの投

資妙味が減退していることなどを踏まえると、緩やかな円高が進む見通しです。上記市場見通しのもとで基本構

成比対比で国内株式と外国株式を高め、国内債券と外国債券を低めとする資産配分方針とします。

資産配分については、期を通じて基本構成比対比で国内株式と外国株式を高め、国内債券と外国債券を低めと

する方針を維持しました。国内株式は日本経済の堅調な推移や企業の収益性改善を予想していたことから高め、

国内債券は景気と物価に好循環が生まれるなかで利上げの観測が高まり長期金利は上昇すると予想し低めとしま

した。外国株式については関税の引き上げによる悪影響は懸念しつつも、将来の利下げ期待もあり高め、一方で、

為替変動リスクを抑制するため、外国債券を低めとする資産配分方針にて運用を行いました。
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ご参考  契約月別運用実績の例

一時払、４０歳加入、年金開始年齢６０歳、保険料１,０００万円の場合

積立金額 契約月別 年 複 利 積立金額 契約月別 年 複 利 積立金額 契約月別 年 複 利

運用実績 運用実績 運用実績

（万円） （％） （％） （万円） （％） （％） （万円） （％） （％）

2001年 2月1日 1,558 55.81 1.81 1,355 35.59 1.24 2,579 157.97 3.92
(平成13年) 3月1日 1,599 59.92 1.93 1,372 37.30 1.30 2,721 172.20 4.16

4月1日 1,574 57.48 1.87 1,361 36.16 1.27 2,679 167.93 4.10

5月1日 1,534 53.46 1.77 1,341 34.17 1.21 2,559 155.93 3.92

6月1日 1,568 56.84 1.87 1,355 35.56 1.26 2,645 164.56 4.08

7月1日 1,572 57.27 1.88 1,354 35.43 1.26 2,661 166.12 4.12

8月1日 1,615 61.57 2.01 1,374 37.48 1.33 2,774 177.49 4.31

9月1日 1,682 68.22 2.18 1,406 40.62 1.43 2,977 197.70 4.63

10月1日 1,726 72.63 2.30 1,428 42.81 1.50 3,129 212.91 4.87

11月1日 1,703 70.35 2.25 1,412 41.28 1.46 3,060 206.05 4.79

12月1日 1,711 71.11 2.28 1,413 41.33 1.46 3,055 205.53 4.80

2002年 1月1日 1,697 69.72 2.25 1,400 40.00 1.43 3,005 200.54 4.74
(平成14年) 2月1日 1,738 73.89 2.37 1,421 42.16 1.50 3,126 212.64 4.93

3月1日 1,726 72.63 2.34 1,415 41.54 1.48 3,087 208.78 4.90

4月1日 1,705 70.56 2.30 1,404 40.43 1.46 3,025 202.55 4.82

5月1日 1,705 70.55 2.31 1,409 40.94 1.48 3,047 204.71 4.87

6月1日 1,696 69.68 2.29 1,408 40.85 1.48 3,025 202.53 4.86

7月1日 1,741 74.13 2.41 1,426 42.66 1.54 3,192 219.21 5.12

8月1日 1,782 78.21 2.53 1,444 44.46 1.60 3,340 234.07 5.34

9月1日 1,785 78.52 2.54 1,440 44.04 1.59 3,372 237.30 5.41

10月1日 1,791 79.16 2.57 1,444 44.45 1.61 3,420 242.06 5.49

11月1日 1,800 80.08 2.60 1,440 44.05 1.61 3,453 245.37 5.56

12月1日 1,783 78.31 2.57 1,432 43.29 1.59 3,379 237.97 5.48

2003年 1月1日 1,800 80.09 2.62 1,439 43.97 1.61 3,475 247.51 5.63
(平成15年) 2月1日 1,811 81.19 2.66 1,440 44.07 1.62 3,544 254.42 5.74

3月1日 1,823 82.37 2.70 1,445 44.52 1.64 3,590 259.06 5.82

4月1日 1,831 83.15 2.73 1,441 44.17 1.64 3,618 261.87 5.88

5月1日 1,817 81.73 2.70 1,430 43.03 1.61 3,571 257.17 5.84

6月1日 1,778 77.87 2.61 1,411 41.17 1.56 3,457 245.75 5.71

7月1日 1,767 76.72 2.59 1,418 41.84 1.58 3,365 236.56 5.61

8月1日 1,758 75.87 2.58 1,419 41.96 1.59 3,315 231.52 5.56

9月1日 1,769 76.92 2.62 1,441 44.11 1.67 3,280 228.00 5.53

10月1日 1,762 76.29 2.61 1,438 43.87 1.67 3,274 227.48 5.54

11月1日 1,759 75.95 2.61 1,438 43.85 1.67 3,243 224.39 5.52

注）１．ご契約内容が契約例と異なる場合は、上記の金額、数値も異なります。
　　２．上記の数値は、基準日までの過去の運用実績に基づいて計算したものであり、将来の運用成
　　　　果を保証するものではありません。
　　３．積立金額は、基準日までに積み立てた金額を契約日ごとに示したものです。
　　４．契約月別運用実績は、各ご契約における積立金額の一時払保険料（1,000万円）に対する伸び
　　　　率を示したものです。解約払戻金額は、契約日から所定の年数が経過していない場合には、
        積立金額から所定の金額を差し引いた金額となりますので、契約月別運用実績は解約払戻金
        額の一時払保険料に対する伸び率を表すものではありません。
　　５．年複利は、契約月別運用実績を年複利換算したもので、契約日から1年を経過したものについ
　　　　て表示しています。
　　６．年金原資保証型は最低年金原資保証特約を付加し、途中でこの特約を解約しなかったものと
　　　　して計算した金額、数値を表示しています。
　　７．投資勘定選択型の安定運用重視型特別勘定、収益重視型特別勘定は、それぞれの特別勘定に
　　　　保険料をすべて繰り入れ、積立金の移転を行わなかったものとして計算した金額、数値を表
　　　　示しています。

契　　約　　日

年金原資保証型 投資勘定選択型

安定運用重視型特別勘定 収益重視型特別勘定
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